






　約 1 万 5 千名の乳幼児の妊娠中からの追跡的健康管理によるデータから,前

回の母の属性および生活環因子の検討をはじめ関連因子の影響などを中心とし,

罹患した疾病および事故に関する報告につづいて,今回は先天異常について報

告する。

　先天異常の定義については.種々の考え方があり,各研究者が独自に分類して

いる。生下時または生後一年以内に発見される肉眼的身体発育異常を先天奇形

とすることは,大方の意見が一致しているが,大奇形,小奇形を如何に区分する

か,代謝異常,生理失調または機能異常や症候群の如きものをどのように取扱う

かは,観察期間もからんで,議論のわかれるところであり,従前の多くの報告も,

それぞれ異なった取り扱いをしている。


